
バッチ処理の制御からひもとく
クラウド上でのシステム運用の考慮ポイント

クラウド化に合わせてシステム運用がどう変わるのか、どのような点を考慮すべきかを検討・調査
している方も多いのではないでしょうか。システム運用の要素にはイベント管理や構成管理等様々
ありますが、バッチ処理等を制御するジョブ管理も重要な要素のひとつとなってきます。

従来の業務システムをそのままクラウド移行する場合は、従来通りジョブ管理は運用上もちろん
必要になります。また、クラウドで提供されるサービスを活用して一部作り直しとする場合でも、関連
する他システムとのデータ連携の必要性等の理由からバッチ処理が必要となるケースがあります。

データの同期などのバッチ処理は業務システムの動作の根幹に関わるため、計画通りに正しく
動作しないと大きな業務影響を与えかねません。クラウド上での安定した運用を実現するためには
どのようなことを考慮すべきなのでしょうか？

本セミナーでは、アマゾン ウェブ サービス（Amazon Web Services）(*)におけるバッチ処理を
例に、クラウド移行時に知っておいていただきたいシステム運用の考慮点などを説明します。
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お問い合わせ

富士通株式会社 インフラ＆ソリューションセールス本部 ソフトウェアセールス推進部（ソフトウェアセミナー事務局）

E-mail ： contact-mwsemi@cs.jp.fujitsu.com 

■ 開催概要

■日 時 ：2022年6月24日（金）14:00～15:00（60分）
■場 所 ：自席（Webセミナー）
■受講料 ：無料（事前登録制）

＜お申込方法＞
下記のURLよりお申込みをお願い致します。
https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/67517

■ こんな方にお勧めです

クラウド上でのジョブ管理を
調査されている方

クラウドの各種サービスを活用した
システム運用を検討されている方

■ ご紹介内容

ジョブの制御や監視を中心にクラウド上のシステムの運用管理についてご紹介します。
• クラウドが提供するサービスを利用する際の考慮すべきポイント、オンプレミスとの違い
• 弊社 運用管理ソリューション Systemwalkerの最新情報

(*) 本書における“AWS”は、Amazon.com, Inc.が販売するAmazon Web Servicesを総称しています。
※内容は都合により一部変更になる可能性がございます。予めご了承ください。


